
燃
料
電
池

　
東
日
本
大
震
災
後
の
電
力
不
足
を
契
機
に
、
燃
料
電
池
の
存
在
感
が
急
速
に
高
ま
っ

て
き
た
。
家
庭
用
の
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
は
需
要
が
倍
々
ゲ
ー
ム
で
増
加
。
従
来
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、
節
電
や
停
電
時
対
応
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま

っ
て
お
り
、
政
府
の
補
助
金
も
早
々
に
底
を
突
く
人
気
ぶ
り
だ
。
一
方
、
燃
料
電
池
車

の
普
及
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
形
成
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
同

様
、
石
油
会
社
や
都
市
ガ
ス
会
社
を
中
心
に
、
燃
料
と
な
る
水
素
の
充
填
所
や
燃
料

じ
ゅ
う
て
ん

電
池
車
の
運
行
に
関
す
る
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

急速に増す「存在感」

節
電
・
停
電
時
ニ
ー
ズ
高
ま
る

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

羽
田
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
水
素
を
充
填
す
る
燃
料
電
池
バ
ス

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

節電や発電が購入動機につながっ
ている東京ガスのエネファーム

震
災
後
、
購
入
意
欲
向
上
高
発
電
効
率
タ
イ
プ
投
入

実
用
化
へ
デ
ー
タ
収
集
燃
料
電
池
車
普
及
へ
着
々

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
水
素
充
填

装
置
併
設
型
給
油
所

の
イ
メ
ー
ジ
図

▲

　
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
各
社

は
燃
料
電
池
車
を
支
え
る
水

素
供
給
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
石
油

・
ガ
ス
会
社
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
な
ど

社
・
団
体
で
構

成
す
る
水
素
供
給
・
利
用
技

術
研
究
組
合

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ

Ｔ
、
東
京
都
港
区

は
燃
料

電
池
車
の
普
及
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

中
。
う
ち

社
が

年
ま
で

に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
東

名
阪
と
福
岡
の
４
大
都
市
圏

や
高
速
道
路
に
１
０
０
カ
所

程
度
、
集
中
配
置
す
る
と
の

共
同
声
明
を
出
し
て
い
る
。

　
既
に
各
社
は
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
運
営
し
、
実
際
に

燃
料
電
池
車
に
水
素
を
供
給

中
。
実
用
化
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

い
る
。
東
京
ガ
ス
が
運
営
し

て
い
る
羽
田
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

東
京
都
大
田
区

で

は
、
羽
田
空
港
と
新
宿
な
ど

都
心
を
結
ぶ
燃
料
電
池
バ
ス

に
水
素
を
供
給
。
定
期
的
に

運
行
す
る
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で

走
行
実
証
を
行
っ
て
い
る
。

１
日
に
１
回
、
５
分
程
度
で

７

―
８

の
水
素
を
充

填
。
こ
れ
ま
で
は
問
題
な
く

営
業
運
行
を
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
羽
田
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
千
葉
大
学
と
共

同
で
、
水
素
製
造
設
備
か
ら

回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
植
物
工

場
で
活
用
す
る
実
験
を
実
施

中
。
液
化
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
千

葉
大
学
の
植
物
工
場

千
葉

県
柏
市

に
毎
月
３
２
０

送
り
、
そ
こ
で
栽
培
す
る

ト
マ
ト
に
供
給
。
ト
マ
ト
の

光
合
成
を
活
発
に
さ
せ
る
こ

と
で
収
穫
量
や
品
質
の
向
上

を
促
す
ほ
か
、
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
一
歩
進
み
、
Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は

既
存
の
給
油
所
内
に
水
素
充

填
装
置
を
設
置
し
、
ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
と
同
じ
ス
タ
イ
ル

で
水
素
を
供
給
で
き
る
よ
う

に
す
る
実
証
実
験
を
始
め

る
。
こ
れ
ま
で
は
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
単
独
で
運
営
し
て

き
た
が
、
商
用
段
階
で
は
既

存
の
給
油
所
で
水
素
も
補
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
自

然
。
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
計

量
器
の
脇
に
水
素
充
填
設
備

を
置
き
、
ガ
ソ
リ
ン
車
の
隣

に
燃
料
電
池
車
が
並

ぶ
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
、
ス
タ
ン
ド
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
で

も
最
も
効
率
的
だ
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
Ｈ
ｙ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
は

年
２
月
、

神
奈
川
県
海
老
名
市

と
名
古
屋
市
緑
区
の

給
油
所
で
実
証
を
開

始
。
既
存
の
給
油
所

が
導
入
し
や
す
い
よ

う
に
コ
ス
ト
を
抑

え
、
工
期
も
短
く
で

き
、
か
つ
大
幅
に
小

型
化
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
水
素
供
給
設
備
を
新
た

に
開
発
す
る
。
充
填
圧
力
は

と
、
よ
り
高
圧
タ
イ

プ
の
充
填
設
備
に
よ
っ
て
、

１
台
当
た
り
約
３
分
で
水
素

を
「
満
タ
ン
」
に
で
き
る
と

想
定
。
今
の
ガ
ソ
リ
ン
給
油

と
、
ほ
ぼ
同
じ
時
間
で
作
業

を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
都
市
ガ

ス
や
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ

Ｇ

か
ら
水
素
を
取
り
出

し
、
燃
料
電
池
で
発
電
す
る

と
同
時
に
、
発
電
時
に
出
る

熱
を
利
用
し
て
お
湯
を
沸
か

し
、
給
湯
や
暖
房
に
使
用
す

る
も
の
。
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
か
ら
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
す
た
め
、
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

シ
ス
テ
ム
と
も
呼
ば
れ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高

い
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
削
減
に
貢
献
で
き
る
製

品
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

た
。
し
か
し
、
価
格
が
１
台

当
た
り
２
０
０
万
円
台
後
半

と
高
く
、
普
及
は
こ
れ
か
ら

と
い
う
段
階
だ
っ
た
。

　
こ
れ
が
東
日
本
大
震
災
を

境
に
大
き
く
変
わ
っ
た
。
東

京
電
力
管
内
で
の
計
画
停
電

や
、
政
府
に
よ
る
節
電
要
請

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
購
入
意
欲
が
一

気
に
高
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
大
阪
ガ

ス
が
相
次
ぎ
、
従
来
型
に
比

べ
て
高
発
電
効
率
の
固
体
酸

化
型
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ

タ
イ
プ
の
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
を
投
入
し
た
こ
と
も
あ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
節
電
意
識

を
刺
激
し
た
。

　
東
京
ガ
ス
で
は
ユ
ー
ザ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
購

入
理
由
な
ど
を
分
析
。
そ
れ

に
よ
る
と
「
節
電
と
い
う
新

た
な
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
お

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
そ

う
い
う
意
識
が
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
何
で
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
を
知
っ
た
か
と

い
う
問
い
で
も
、
発
電
や
節

電
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入

っ
て
く
る
」

燃
料
電
池
事

業
推
進
部
燃
料
電
池
技
術
グ

ル
ー
プ
岡
村
潔
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

と
言
う
よ
う
に
、
電
力

危
機
が
購
入
動
機
に
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
東
京
ガ
ス
で
は
販
売
台
数

が
２
０
１
０
年
度
の
２
４
０

０
台
か
ら

年
度
は
５
７
０

０
台
に
急
増
。

年
度
は
７

１
０
０
台
を
見
込
む
。
Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
同

じ
く

年
度
の
１
０
０
２
台

か
ら

年
度
は
２
１
０
９
台

に
倍
増
し
、

年
度
目
標
は

４
０
０
０
台
と
倍
々
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
大
阪

ガ
ス
が
６
０
０
０
台
、
西
部

ガ
ス
が
８
５
０
台
と

年
度

の
目
標
は
い
ず
れ
も
前
年
度

比
約
２
倍
。
東
邦
ガ
ス
は
１

３
０
０
台
と
前
年
度
比

％

増
だ
が
、
今
年
６
月
ま
で
で

９
０
０
台
を
成
約
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
総
額

億
円

の
補
助
金
枠
も
昨
年
に
続

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
埋
ま

り
、
抽
選
で
支
給
対
象
者
が

決
ま
る
こ
と
に
。
「
昨
年
は

補
正
予
算
が
組
ま
れ
、

月

か
ら
断
続
的
に
補
助
金
が
つ

い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
」

同

と
述
べ
る
よ
う
に
、

今
年
も
同
様
の
措
置
が
業
界

関
係
者
や
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
強

く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電
と
の
「
ダ
ブ

ル
発
電
」
も
ユ
ー
ザ
ー
へ
の

大
き
な
訴
求
ポ
イ
ン
ト
。
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
の
電
力
で
家
庭

の
需
要
が
賄
え
れ
ば
、
太
陽

光
発
電
の
余
っ
た
電
気
を
電

力
会
社
に
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
だ
。
住
宅
会
社

が
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
お

り
、
東
京
ガ
ス
で
は
「
新
築

物
件
向
け
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の

半
分
が
ダ
ブ
ル
発
電
に
な
っ

て
い
る
」

同

と
い
う
。

　
こ
れ
に
蓄
電
池
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
適
利
用
が
さ
ら
に
盤
石
と

な
る
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
最

も
効
率
的
に
運
転
で
き
る
水

準
で
稼
働
さ
せ
、
家
庭
で
の

電
力
需
要
が
少
な
い
昼
間
や

深
夜
の
電
力
を
蓄
電
池
に
た

め
て
お
く
。
こ
れ
を
夕
方
や

夜
間
、
早
朝
な
ど
電
気
の
使

用
量
が
増
え
る
時
間
帯
に
使

う
こ
と
で
、
家
庭
の
電
力
負

荷
を
平
準
化
。
電
気
の
基
本

料
金
の
引
き
下
げ
が
可
能
に

な
る
他
、
太
陽
光
の
電
気
を

よ
り
多
く
販
売
で
き
る
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
専
用
の
蓄

電
池
の
販
売
を
計
画
し
て
い

る
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
は
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
診
断
士
を
育
成
し
、
１
０

０
０
人
を
全
国
に
配
置
。
そ

う
し
た
営
業
提
案
活
動
を

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め

る
。
既
に
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ン
に

電
気
製
品
全
て
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
れ

と
頼
ん
だ
顧

客
も
い
た
そ
う
だ
。
し
っ
か

り
対
応
し
た
ら
、
食
事
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
な
ん
て
話

も
あ
る
。
そ
う
し
た
人
間
味

の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
」

一
色
誠
一
社
長

と
意
気
込
む
。

　
さ
ら
に
蓄
電
池
を
積
む
こ

と
で
停
電
時
の
運
転
も
可
能

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
は
電
力
会
社
か
ら

の
系
統
電
力
が
必
要
だ
っ

た
。
蓄
電
池
か
ら
の
給
電
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
自
立
運

転
が
可
能
と
な
り
、
燃
料
の

ガ
ス
が
あ
る
限
り
、
発
電
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
京
ガ
ス
も
自
立
運
転
が

可
能
に
な
る
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

専
用
停
電
対
応
シ
ス
テ
ム
を

正
興
電
機
製
作
所
と
共
同
で

商
品
化
。
大
阪
ガ
ス
も
７
月

日
に
、
東
芝
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム

横
浜
市
鶴
見

区

、
長
府
製
作
所
と
共
同

開
発
し
た
停
電
対
応
型
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
を
発
売
し
た
。


